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「学びに向かう力」を涵養する理科の単元のデザイン
－学んだことを地域の自然事象と関係付けた授業実践
を通して－

令和２年度まで教科教育研修課で研究した，「学びに向かう力」を涵養する四つの視点を

生かした単元のデザインを基に，地域の自然事象と学習内容を関係付け，生徒が学ぶことの

意義や有用性を実感できる実践事例を紹介する。
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１ 「学びに向かう力」を涵養する四つの視

点と探究の過程について

(1) 「学びに向かう力」を涵養する四つの

視点と理科で目指す生徒像と授業像

教科教育研修課では，学力上の課題を踏ま

え，必要性，自律性，関係性，有用性の四つ

の視点から，「学びに向かう力」を涵養する

ことに力点を置いた授業デザインの在り方に

ついて研究してきた。

また，理科の学びの特質は，自然事象に対

する気付き，課題の設定，予想や仮説の設定，

検証計画の立案，観察，実験の実施，結果の

処理，考察，結論の導出といった探究の過程

を通して学ぶことである。

そこで，理科で目指す生徒像と四つの視点

に基づく手立てを資料１，２のように設定し

た。

資料１ 理科で目指す生徒像

(2) 探究の過程における四つの視点

図１は，探究の過程と四つの視点との関係

について示したものである。

探究の過程において，課題の把握（発見）

の過程では主に必要性の視点，課題の追究

（探究）の過程では主に自律性の視点，課題

の解決の過程では主に有用性の視点から手立

てを考えることが多いと思われる。

また，関係性の視点については，知識を関

図１ 探究の過程における四つの視点

資料２ 理科で目指す授業像と手立て



係付けながら課題解決し，概念を形成してい

く理科の特質から，一連の探究の過程全体を

通して手立てを考えたり，それぞれの過程に

おいて，他の視点に関係性の視点を加えなが

ら手立てを考えたりすることで，一層探究す

る活動が充実すると考える。

ただし，観察，実験を行う中で，新たな疑

問を見いだし必要性をもたせることなども考

えられることから，探究の過程全体において，

必要性，自律性，有用性の視点で手立てを検

討する必要がある。

(3) 四つの視点による単元のデザイン

四つの視点を基にした授業デザインを行う

ことで，毎時間の探究する活動が充実してく

ることはもとより，単元についても四つの視

点を基にデザインすることで，単元全体の探

究する活動が充実すると考えられる。

図２は，ある単元と四つの視点との関係に

ついて示したものである。

単元の最初に，学習の必要性を意識させる

ためにオリエンテーションを行い，単元を通

して解決したい課題を設定する。

その後，単元の課題を解決するために必要

な学習を毎時間の探究する活動の中で行い，

毎時間の学習内容を関係付け，課題解決に必

要な概念を少しずつ構築していく。

さらに，最初に設定した課題を生徒一人一

人が解決するための時間を単元末に設定する。

この中で生徒は，課題解決のために単元の中

で学習した内容同士を自ら関係付けて概念を

図２ 一つの単元における四つの視点
※ 「毎時間の探究する活動」の授業デザインで考
慮する四つの視点は省略している。

形成していく。そして，それが学習課題の解

決に有効であることを生徒自身が実感するこ

とで，学習内容の有用性を意識することがで

き，次の単元に向けて学習意欲を高めること

が期待できる。

このように，毎時間の授業デザインだけで

なく，単元も四つの視点を意識してデザイン

することで，生徒の「学びに向かう力」を涵

養することができると考える。

２ 「学びに向かう力」を涵養する四つの視

点を生かした単元のデザインの実際

以下に，令和２年度研究協力員の薩摩川内

市立川内北中学校 中野健太教諭の実践を紹

介する。

(1) 単元のデザインについての考え方

地域で見られる「川内川あらし」（写真）

を扱うことで，地域の自然事象を身近に感じ

られるようにするとともに，単元の最初に必

要性を，単元の最後に有用性を感じられるよ

うにした。

学習内容を「川内川あらし」と関係付けら

れるよう，生徒の実態と学習内容，学習内容

同士について関係性を意識して計画を立てた。

(2) 単元の実際

ア 第１章「気象観測と雲のでき方」

（全13時）

気象観測を通して，観測方法や記録の仕方

を身に付けるとともに，気象要素の変化の中

に関係性を見いだすことで，様々な気象現象

の中にも規則性があることに気付いた。そし

て，露点の測定実験などを通して，水蒸気の

写真 川内川あらし



凝結現象について理解し，減圧実験などにより水蒸気が水滴に変化することを通して，体験を

伴った学習を行った。

○ 第６時（視点：必要性，自律性，関係性，有用性）

イ 第２章「前線とそのまわりの天気の変化」（全６時）

前線通過時の気象要素の変化などの観測結果に基づいて，前線の通過を寒気と暖気の動きに

関係付けて捉えた。また，前線の構造について，観測結果や実際の降雨の様子，気温や風向の

変化などの経験に関係付けて捉え，いくつかの種類があることを理解した。

ウ 第３章「大気の動きと日本の天気」（全10時）

日本の天気の特徴を，天気図や気象衛星の画像の変化を基に，日本周辺の気団や偏西風と関

係付けて考察した。また，日本の天気は大陸や海洋の影響を受けていることを理解するととも

に，太陽のエネルギーが大気を動かしていることも理解した。さらに，天気を予測する方法や

災害による被害を少なくする方法を考察した。

また，単元の最後に「川内川あらし」発生のメカニズムについて，学習内容を基にまとめ，

発表した。

エ 単元のまとめ

○ 第30時（視点：有用性）

３ 単元のデザイン上の留意点

２に示したとおり，単元をデザインする際に「学びに向かう力」を涵養する四つの視点を踏

まえることで，単元全体の探究する活動を充実させることができる。

このように単元をデザインする際，その有効性を高めるための留意点について次頁に示す。



(1) 「理科の見方・考え方」を働かせた教

材研究の充実

２で示した実践では，単元全体で扱う教材

として，その地域の特色となる自然事象（川

内川あらし）を取り上げた。

実践校では，単元での学習を始める前，

「川内川あらし」について十分な知識をもっ

ていた生徒は少なかったが，身の回りの自然

事象を提示したことで，これを身近に感じ，

単元の最初にもった疑問を解決していこうと

いう意欲の高まりを感じることができた。

そして，単元の最後に学習内容を活用して

自らの疑問を解決したことで，学習内容が役

に立ったという有用性を感じる姿が見られた。

多くの生徒が，身の回りにある自然事象を身

近に感じ，理科を学ぶことの意義や有用性を

実感できた。

このような学習を展開するためには，教師

が生徒の身の回りにある自然事象に対して

「理科の見方・考え方」を十分に働かせ，学

習内容とのつながりを踏まえた上で教材とし

て取り上げる必要がある。

また，生徒にも同様に自然事象に対して

「理科の見方・考え方」を十分に働かせるよ

うに指導していくことで，理科を学ぶことの

意義や有用性をより強く実感することができ

る。

(2) 生徒が身に付けている既習内容や生活

経験の確認

毎時間の授業において，探究の過程の「課

題の把握」の場面で生徒が問題意識をもった

り，「課題の追究」の場面で仮説や検証計画

を立案したりするためには，生徒が身に付け

ている既習内容や生活経験について教師が十

分把握しておくことが大切である。

そこで，単元の学習前に生徒が身に付けて

いる既習内容や生活経験について確認するよ

うにしたい。

確認の方法としては小テストも考えられる

が，これから学習する内容に関係のある既習

事項について自由記述をさせたり，イメージ

マップを作らせたりすることも考えられる。

なお，図３のように単元の学習後に再度イ

メージマップを作らせ，最初のものと比較す

ることで，生徒の成長や変容を確認すること

もでき，評価に活用することもできる。

４ 自然豊かな本県の自然事象

以上，地域の自然事象と学習内容との関係

付けを図る事例を通して，学びに向かう力を

涵養する単元のデザインについて説明してき

た。

本県では1993年に屋久島が，2021年に奄美

大島・徳之島が世界自然遺産に登録された。

これらの地域には，世界に誇る多様な自然事

象があふれている。また，県内の他地域にも

地域の特徴となる自然事象が存在する。

これらを身近なものにするためにも，身の

回りにある自然事象を教材として積極的に取

り入れていきたい。

そうすることで，生徒は理科を学ぶことの

意義や有用性を実感し，生徒の学びに向かう

力を涵養することにつながると考えられる。

（教科教育研修課 内 祥一郎）
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図３ イメージマップの例
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